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建具用木口かくし調整丁番建具用木口かくし調整丁番

④
係止爪上下調整カップ

丁番ハネ部枠側丁番本体

枠側丁番本体

補助部材

上下調整カップ（ドア）

丁番ハネ部 上下調整カップ（ドア）

①

②

①

②

枠

ドア

枠 ドア

■吊込み手順

①枠の加工穴部に枠側丁番本体を取付けます。
②ドアの加工穴部に上下調整カップを取付けます。
③ドアを持ち上げ、上下調整カップの中に丁番ハネ部を奥
まで差込みます。

④丁番ハネ部の係止爪がカップの穴部に入り、ドアが仮固
定されます。

⑤ドアの上下位置（枠とドアの隙間）を適正な位置に合わせ、
固定用ボルトを締め込んで、ドアを固定します。

※吊込み時、ドアの下に高さを調整する補助部材を設置すると
吊込みが容易になります。

⑤

⑤

施 工 ガ イ ド

一般住宅屋内用木製ドア（浴室には使用できません）
◇対応ドア厚：33mm以上
◇ドア質量：総重量で30kg以下（ドア幅900mm以下×ドア高さ2000mm以下、丁番2ヶ使用の場合）
◇ドア下端より下枠（床）まで5mm以上の隙間を設けてください。

固定用ボルト

六角レンチ
呼びサイズ5

③

③

枠 ドア

枠 ドア

①上下の丁番の固定用ボルトを六角レンチで緩めます。

②ドアを持ち、適正な位置に合わせます。

③固定用ボルトを六角レンチで締めます。

上下の丁番の左右調整ボルトを六角レンチで右に回すと、ドアが戸
先側に、左に回すと、ドアが吊元側に移動します。

■上下調整方法
上下に各2.5mmドアを調整できます。

吊元側のチリ寸法を3～8mm調整できます。

■左右調整方法

※調整時は上下のボルトを交互に回してください。
※丁番は出荷時に吊元側チリ寸法が3mmになるようにセッティングされて
います。

ドアの上部が枠に当たる ドアの下部が床をこする

ドアの開き側が枠に当たる ドアの開き側のすきまが
大き過ぎる

六角レンチ
呼びサイズ5

固定用ボルト（下）

固定用ボルト（上）

左右調整ボルト（上）

六角レンチ
呼びサイズ5

左右調整ボルト（下）
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